


選手・セコンド・保護者用　UJ王座東日本選考会ガイドライン
入場制限について
・入場者は大会参加前９６時間以内のPCR検査を義務付ける。
・無観客試合とする。（選手１名につき保護者１名のみ、その選手の試合時に限って試合会場への入場を認める）
・会場入口の受付における検温で３７．５℃以上を感知した場合には、いかなる理由があろうと入場できない。
・発熱が軽度であっても、咳・咽頭痛などの症状がある場合は入場できない。
・選手・セコンド・試合運営責任者は・保護者は会場入口の受付で健康チェックシートを提出すること。
・選手・セコンド・試合運営責任者・保護者は、受付で渡されたI Dを着用していなければ、会場及び
練習場には入れない（練習及び試合中における選手のI Dは、セコンドが持っていること）。
・選手・セコンド・試合運営責任者・保護者は、帰宅時にI Dを返却すること。
・セコンドは１名～３名迄就くことが出来るができる限り2名以下とすること。
・選手・セコンド・試合運営責任者・保護者は、2週間前から当日までの毎日、検温しなければならない。
※万が一のために備え、代わりになるセコンドの別紙1も作成しておくこと。
選手・セコンドの持ち物について
・消毒用ふきん　※試合後にセコンド用イスとグローブを消毒する
・マスク　　・タオル（手洗い用）　　・開封していないミネラルウォーター
・口すすぎ用容器（バケツ等）　・健康チェックシート　
・セカンド用プラスティック製手袋またはゴム手袋（出場選手分）
注意事項
・ヘッドギア、プロテクターは貸し出さない（無い場合は事前に要相談）。
・試合中の水分補給は、開封していないミネラルウォーターを各自で用意すること
・インターバル中のすすぎは各自で用意したバケツまたは容器を使用する。
※汚水は必ずトイレに流すこと　　※２名以上で使い回す場合は必ず容器を消毒すること
・セコンドは毎試合後、F OP エリアの出口に設置したゴミ袋内にプラスティック製手袋またはゴム手袋を入れて処分する。処分後、アルコール性消毒液で手指消毒を行うこと。
・大きな声での会話および応援は禁止する
・ウォームアップのマスボクシングﾞは禁止する
・対戦相手以外との身体的接触は可能な限り避ける。
・試合前の動的ウォーミングアップは、指定された時間と場所を守ること。
・ラウンド間のタオルによる送風は禁止（乾いたタオルによる汗拭きのみ可）。
・試合終了後（健診及びグローブの返却後）、役員以外のセコンド、選手、選手の保護者は会場から退出すること。ただし必要があれば、指定された場所にて待機すること。
その他
・ウォームアップ時間を決めなくてはならないため、今大会ではすべての競技開始時間を決め、その時間より前にその競技を行うことはない
・開閉会式を行わない（賞状は試合後の健診後に直接渡す）

役員用ガイドライン
入場制限について
・会場入口の受付における検温で、３７．５℃以上を感知した場合には、いかなる理由があろうと入場できない。
・発熱が軽度であっても、咳・咽頭痛などの症状がある場合は帰宅する。
・役員は、２週間前から当日まで検温しなければならない。そして当日の体温と健康状態を大会事務局に報告すること
・受付でI Dをもらい、会場内では常に着用する。
役員の作業
・試合ごとのロープ・コーナーマットの消毒
・玄関入口の検温（ローテーションで常駐）
・健康観察票の回収およびチェック
・会場入口のI D確認
・大型扇風機の設置
・感染防止のための実施すべき事項や参加者が遵守すべき事項をあらかじめ整理し、チェックリスト化したものを適切な場所に掲示する
・定期的な巡回・確認
・グロービング2名（貸出および返却後の消毒）　
・その日の競技終了後、キャンバスの拭き上げ清掃
会場準備
・手洗い用せっけん（ポンプ型）の設置　・手洗い奨励掲示物の設置　・消毒用ふきんの設置　
・手指消毒液の設置（会場入口・受付）　・ビニール手袋（消毒作業用）の準備　　
・非接触電子体温計の準備　 
・プラスティックグローブ（レフリー・セコンド・グロービング）の準備
・FOPエリア出口に使用済みプラスティックグローブのゴミ袋およびアルコール消毒液の設置。
・検診計量で並ぶ場所の目印（ソーシャルディスタンス）を作る
用意するもの
・マスク　　・手洗い用タオル　　
当日までに準備するもの
・I D（選手、セコンド、役員、試合運営責任者・保護者）　　
・消毒用ふきん　・手指消毒液　・ビニール手袋（消毒作業用）　
・非接触電子体温計　　　　　　　　　　　　　
・プラスティックグローブ（レフリー・セコンド・グロービング）
・FOPエリア出口の使用済みプラスティックグローブのゴミ袋およびアルコール消毒液
・検診計量で並ぶ場所の目印（ソーシャルディスタンス）
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